
 

会員皆様の大勢の方々のご参加お待ちしております 
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し ば た 豊 浦 会 会 報 

とようら通信 

２０１９年度 しばた豊浦会行事予定  秋にふるさと訪問を計画しています。 

○ 第 21回定期総会 4月 6日(土) 11 時半より 会場 JR御徒町駅前「吉池」 

○ 第 21回納涼会 7月 21日(日) 11時半より 会場 JR御徒町駅前「吉池」 
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発行事務局 東京都大田区北馬込 1-16-7-812 

電 話   03-3776-7646 西澤 弘 

      
 
 

ご
挨
拶 

 
 

会 

長 

細
野 

勝
年 

会
員
の
皆
様
、
故
郷
の
賛
助
会
員
の
皆
様
、 

 

い
つ
も
、
当
会
の
活
動
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を

賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

  

今
年
は
、
五
月
に
新
天
皇
が
即
位
さ
れ 

平

成
か
ら
新
し
い
元
号
に
代
わ
り
ま
す
。
更
に
、

来
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た
準
備

と
、
活
気
に
満
ち
た
一
年
に
成
り
そ
う
で
す
。 

 

そ
の
よ
う
な
中
、
当
会
も
、
今
年
度
の
活
動 

 

に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  

今
年
も
皆
さ
ま
の
親
睦
を
目
的
に
、
四
月

に
、
定
期
総
会
・
懇
親
会
、
七
月
に
納
涼
会
、

ま
た
、
各
部
会
活
動
も
実
施
致
し
ま
す
。
三
年

毎
に
実
施
の
「
ふ
る
さ
と
訪
問
」
を
今
年
の
秋

に
計
画
し
て
い
ま
す
。 

 
 

現
在
の
、
会
員
数
は
、
四
十
八
名
で
す
。 

い
つ
で
も
年
齢
を
問
わ
ず
ご
入
会
者
を
募
っ

て
い
ま
す
。 

  

一
緒
に
活
発
な
活
動
を
続
け
て
い
く
た
め

に
は
執
行
部
の
一
層
の
努
力
と
合
わ
せ
、
会
員

皆
様
の
親
睦
活
動
へ
の
ご
参
加 

、
ご
協
力
が

必
要
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。 

 
 

 

 

平
成
三
〇
年
度
活
動
報
告 

 
 
 

  

第
二
〇
回
定
期
総
会
開
催 

四
月
一
四
日
（
土
） 

  

御
徒
町
吉
池
本
店
に
て
開
催 

◇
平
成
二
十
九
年
度
事
業
報
告
及
び

会
計
報
告
会
計
監
査
報
告 

◇
平
成
三
〇
年
度
事
業
計
画
及
び
予

算
に
つ
い
て
提
案
、
一
号
か
ら
六
号

議
案
が
審
議
さ
れ
、
全
員
の
賛
成
を

も
っ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

総
会
終
了
後
、
和
や
か
に
懇
親
会
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

第
二
〇
回
納
涼
会
開 

七
月
二
十
二
日
（
日
） 

御
徒
町
吉
池
本
店
に
て
開
催 

 
 

来
賓
に
、
新
発
田
市
よ
り
、
市
民
ま
ち 

づ
く
り
支
援
課
長
中
野
氏
、
賛
助
会

員
佐
藤
氏
（
豊
浦
支
所
長
）
の
ご
参
加

を
頂
き
、
総
勢
二
〇
名
が
参
加
し
て

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
新
発
田
市
の
近

況
を
伺
い
、
歓
談
に
花
を
咲
か
せ
、
ビ

ン
ゴ
大
会
で
盛
り
上
が
り
、
楽
し
い

ひ
と
時
を
共
に
過
ご
し
ま
し
た
。 

部
会
活
動
報
告 

 

 
 

一
月
十
六
日
、
春
場
所
中
の
両
国
を

巡
る
散
策
会
を
実
施
し
ま
し
た
。 

参
加
十
二
名 

 
 

 
 

       

お知

らせ 



― ２ － 

 

    
 

今
年
の
正
月 

 

賛
助
会
員 

豊
浦
支
所
長 

佐
藤 
正 

 

 

昨
冬
よ
り
も
暖
か
い
日
が
続
い
た
今
年
の
初
冬
は
、
周
り
の
景
色

が
秋
か
ら
何
ら
変
わ
ら
な
く
、
田
ん
ぼ
に
は
、
落
穂
を
食
べ
て
い
る

白
鳥
の
姿
を
多
く
目
に
し
、
今
年
も
雪
の
少
な
い
穏
や
か
な
正
月
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

さ
て
、
私
の
住
ん
で
い
る
加
治
万
代
で
は
、
正
月
に
「
栗
柿
年
始

（
く
り
か
き
ね
ん
し
）
」
と
い
う
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。 

小
学
生
以
下
の
子
ど
も
た
ち
が
、
集
落
の
家
々
を
回
り
、「
栗
柿
年

始
に
き
ー
ま
し
た
」
と
挨
拶
を
し
、
一
軒
一
軒
か
ら
お
菓
子
を
貰
う

の
で
す
が
、
年
々
、
そ
の
子
供
た
ち
の
数
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
雪
の
降
る
量
と
子
供
の
数
が
、
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
と

思
っ
た
今
年
の
正
月
で
し
た
。 

 

最
後
に
会
員
皆
様
の
御
健
勝
と
ご
活
躍
を
故
郷
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。 

 

新
発
田
市
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ 

市
民
ま
ち
づ
く
り
支
援
課
課
長 

中
野
修
一 

 
 

 

昨
年
は
、
納
涼
会
に
お
招
き
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
納
涼
会
で
は
、
参
加
さ
れ
た
皆
様
か
ら
、
ふ
る
さ
と
の
思
い

出
や
新
発
田
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
熱
い
想
い
を
伺
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

 

会
の
最
後
に
、
童
謡
「
ふ
る
さ
と
」
の
合
唱
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

皆
様
は
ど
の
よ
う
な
情
景
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
歌
わ
れ
た
の
で

し
ょ
う
か
。 

市
で
は
、
皆
様
に
と
っ
て
新
発
田
が
い
つ
ま
で
も
変
わ
る
こ
と
の
な

い
ふ
る
さ
と
で
あ
る
よ
う
、「
住
み
よ
い
ま
ち
日
本
一
「
健
康
田
園
文

化
都
市
・
し
ば
た
」
を
将
来
都
市
像
に
掲
げ
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
ま
す
。 

し
ば
た
豊
浦
会
の
皆
様
。
引
き
続
き
、
ふ
る
さ
と
し
ば
た
へ
ご
支

援
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

結
び
に
、
し
ば
た
豊
浦
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
会
員
皆
様
の
御
健
勝

と
御
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

  

 
 

 

 
 

 

皆
さ
ん
お
ひ
さ
し
ぶ
り
で
す 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

賛
助
会
員 

阿
部
正
隆 

 
 

 

「
旧
え
ち
ご
豊
浦
会
」
第
六
回
総
会
に
、
参
加
い
た
し
ま
し
た
阿

部
で
す
。 

 

今
、
民
生
児
童
委
員
を
や
っ
て
お
り
、
高
齢
者
や
子
供
た
ち
の
見

守
り
活
動
に
奮
闘
し
て
い
ま
す
。 

早
い
も
の
で
合
併
し
て
十
六
年

、
豊
浦
も
少
し
ず
つ
で
す
が
、
年
々
発
展
し
て
お
り
ま
す
。 

 

し
か
し
、
皆
さ
ん
が
生
ま
れ
育
っ
た
故
郷
は
、
今
も
昔
の
風
情
を

残
す
場
所
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
是
非
、
帰
省
の
際
は
昔
に
思
い
を
寄

せ
、
ス
ロ
ー
で
巡
っ
て
見
て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。 

 

さ
て
、
豊
浦
地
区
も
急
速
に
少
子
化
が
進
み
、
皆
さ
ん
が
幼
い
頃

に
学
び
遊
ん
だ
、
４
つ
の
小
学
校
が
１
つ
に
な
り
ま
す
。 

 

「
し
ば
た
豊
浦
会
」
も
昨
年
二
十
年
を
迎
え
、
成
人
と
し
て
大
人

の
仲
間
入
り
で
す
ね
。 

 

新
し
い
時
代
に
向
け
て
、
「
し
ば
た
豊
浦
会
」
さ
ん
の
一
層
の
ご

隆
盛
と
、
会
員
皆
さ
ん
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
し
ま
す
。 

 
 

  
 

  

 
 

  
 

 

皆
さ
ん
は
じ
め
ま
し
て 

 
 

 
 

 

し
ば
た
豊
浦
会
会
員 

高
山
博
司 

 
 

 

昭
和
四
〇
年
中
浦
中
学
校
卒
業
、
生
徒
が
多
く
六
ク
ラ
ス
で
し
た

。
父
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
会
長
で
、
ズ
ー
ズ
ー
弁
が
強
い
た
め
「
し
」
と
「

す
」
の
発
音
が
は
っ
き
り
せ
ず
、「
し
ろ
す
」
と
言
わ
れ
、
私
は
恥
ず

か
し
い
思
い
を
し
て
い
た
。
高
校
は
新
発
田
高
校
を
卒
業
し
、
東
京

の
医
薬
品
商
社
に
入
社
し
た
。 

し
か
し
、
得
意
先
の
医
師
を
言
葉
足
ら
ず
で
怒
ら
せ
て
し
ま
い
三

ヶ
月
で
退
社
と
な
っ
た
。
そ
の
後
大
阪
の
喫
茶
店
で
ボ
ー
イ
と
し
て

働
く
も
、
上
司
と
遊
び
ほ
う
け
て
三
ヶ
月
で
退
職
と
な
り
、
や
む
な

く
帰
郷
し
た
が
ふ
る
さ
と
は
と
て
も
居
心
地
が
良
か
っ
た
。 

し
か
し
自
分
ら
し
く
、
志
し
を
高
く
持
っ
て
上
京
し
た
こ
と
を
思

い
出
し
、
再
び
東
京
の
職
安
で
、
前
職
と
類
似
の
医
薬
品
の
商
社
に

入
社
し
た
。
物
流
を
担
い
、
三
十
三
年
間
勤
務
し
た
。
そ
の
間
、
二

十
五
歳
で
新
潟
出
身
の
看
護
師
と
結
婚
し
一
女
二
男
の
父
と
な
っ

た
。
現
在
は
孫
が
四
人
お
り
、
平
和
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。 

http://www.city.shibata.lg.jp/index.html
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【近年の月岡温泉の歴史】 
平成１７年 あしゆ湯足美（ゆたび）完成 

平成２６年 新潟地酒「蔵（くら）」飲泉「手湯の杜」 

平成２７年 新潟地物「旨（うまみ）」 

平成２８年 新潟米菓「田（でん）」 

平成２９年 新潟飲物「香（かおり）」 

平成３０年 新潟粉物「米（べい）」庭園「月明かりの庭」  

 情報提供は月岡温泉白玉の湯「泉慶」小林さん 

文責 高山博司 

  

 

 

歩きたくなる温泉街への取組 

期待される“月岡温泉” 

 

1.  

 

「蔵」 
県内90銘

柄 試 飲 で

きます 新名物「うさぎ

焼き」米粉で作っ

たもちもち焼き 

「 香 」 
酒・ワインコ

ーヒー・紅茶 

試飲できます 

 

「米」米粉うどん屋、

ゆでと味付け自分ででき

る、パン粉アレルギーの

人に米粉パン作りを希望 

「田」手焼き体
験のできる煎餅屋 

「 旨 」 
熱々ご飯に、海

産物、漬け物、試

食できます。 

日本一マズイ 

飲める温泉 TV

放映マツコデラ

ックスもビック

リ！ 

カリオンパーク

鐘の音色が響き、ハ

ートを探し、二人で

キーをかけると願い

が叶います 

 
 

 

帰
省
の
際
は 

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

 

月岡温泉旅館協同組合 
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 同好会活動報告 「相撲とちゃんこの街」 ＊健康づくり「歩こう部会」伊達崎健三 

 

 

□ 有料広告料 ３５㎜×８５㎜まで１点 5,000 円 

□ 会報発行支援寄付金  入金額 ２万円 40,00

賛同者／ 細野勝年様 西澤 弘様  

   他 

■申込み・問合せ先、発行事務局まで連絡して下さい。 

 

しばた豊浦会 年会費振込口座 

            00170-9-92582 

          加入者名 しばた豊浦会 

   年 会 費 会員 3,000 円 賛助会員 1,000 円 

  毎年 5 月末日までにお振込お願い致します。 

古 山 電 気 商 会 

 古 山  昇 

〒114-0002 東京都北区王子４丁目 11-7 

☎03-3911-0400 fax 03-3927-8022 

 

 

大相撲東京場所の１月１６日、両国界隈をガイド・イヤホン付きの案内で散策しまし

た。出羽の海部屋などを巡廻（但し中には入れず建物の前で説明）更に両国に残る赤穂

浪士討ち入りの吉良邸などの名跡を含め約 90 分間のガイドでした。終了後は相撲茶屋

で(ちゃんこ鍋)を囲み昼食、その後は近くにある江戸東京博物館で実物大の日本橋や大

名屋敷の復元模型を見て、江戸の歴史と文化を学習し充実したひと時を過ごしました。 

お悔やみ     前会長  石月 宏  様 

             顧 問  本田 精作 様 

   謹んでご冥福をお祈り申し上げます。 

 

 

名誉顧問 安中秋夫   会  長  細野勝年      

  名誉顧問 芹野秀夫   副会長  小峰やす                       

顧  問 西澤誠一   副会長  西澤 弘 

 相 談 役 渡辺武義   幹事長  大堀正也 

 参  与 斎藤常夫   副幹事長 赤澤裕雄     

  参  与 田中勝淑   会 計  伊藤 昭  

  参  与 渡辺健蔵   会計監事 伊達崎健三 

  参  与 岩田恒子   会計監事 黒井寅男 

 参  与 伊藤範雄   幹 事  大島雄三 

             幹 事  玉浦幸作 

 幹 事  古山 昇   幹 事  浜田末四郎 

 幹 事  安達意無   幹 事  円山 茂 

 幹 事  西澤 隆   幹 事  北上松子 

ふるさとをつなぐ  「し ば た 豊 浦 会」  創立 1998（平成十年十二月） 

私達「しばた豊浦会」設立目的は 

、 「郷土を同じくする者の心の絆を大切にし、会員相互の親睦を図り、会員の社会生活の向上に資するとともに、郷土豊浦地区

との交流を深め郷土の文化の向上、産業の発展に寄与することに努める」  芹野豊浦町長音頭 初代会長 安中秋夫氏 

春には総会・懇親会、夏には納涼会を東京で開催しております。豊浦地区出身の方のご入会、ご紹介お待ちしています。 

<ご連絡先> 携帯 ０９０－２５６２－７１４５  ribbon35@chorus.ocn.ne.jp  事務局・赤澤 高山 

    同好会に参加しませんか⇒ご連絡ください 

    歩こう部会 047-492-4236 伊達崎 ゴルフ部会 049-233-4723 赤澤                

郵便振替 

 

しばた豊浦会役員名簿 

 

mailto:ribbon35@chorus.ocn.ne.jp

